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１．研究計画の概要  これらの成果に基づく隠れ部分群問題の

考察として、まず隠れ部分群問題に関する既
存の研究についてその理論的特徴や改善が
望まれる点の整理を行い、シンポジウムにお
いて発表することで参加者からの専門的フ
ィードバックを得た。その調査結果に基づく
考察により、隠れ部分群問題の従来主流とな
っている定式化についてやや曖昧な点を見
出した。その曖昧さを解消することで隠れ部
分群問題の困難性をより精密に行う研究を
現在継続中である。 

本研究では、量子アルゴリズム分野の主要
問題である隠れ部分群問題が、量子計算機実
現後の暗号系の信頼できる安全性基盤たり
得るか否かについて、新たな視点からのアプ
ローチも加えた多角的な研究によってより
強い傍証を与えることを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでの研究では、まず、量子アルゴリ
ズムの構築および性能評価に有用と期待さ
れる数学理論および量子情報理論の調査お
よび整備を行った。具体的には、量子アルゴ
リズムと密接な関係のある量子状態識別問
題について、幾何学的なアプローチを用いる
ことで、状態識別の理論的な最適成功確率の
見積もりに有効な新たな手法を考案した。ま
た、量子アルゴリズムの性能評価の基盤とな
る量子情報理論における中心的な概念であ
る（量子）エントロピーについて、既存の数
学的定式化を更に抽象的・操作論的な観点か
ら再検討することにより、いくつかの既知の
性質に対する新たな解釈を提示するととも
にいくつかの未知の性質を見出すことに成
功した。更に、量子アルゴリズムを実装する
量子計算機の最小記憶素子の候補と考えら
れている２準位量子系（キュービット）につ
いて、ある物理系がキュービットとして振舞
うための必要充分条件を、その物理系が満た
すべき物理原理の族を記述する形で明らか
にすることに成功した。これらの研究におい
ては、研究代表者の数学的バックグラウンド
を活かした数理科学的考察に加え、数学およ
び物理学の専門家との意見交換を定期的に
行うことにより、多角的な研究視点を確保す
ることに注意を払った。 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由） 
 本研究課題について、研究開始後に新たに
得た知見を反映させる形で、応募時に想定し
ていた研究手法とはやや異なるアプローチ
により研究を進めているものの、大目的であ
る隠れ部分群問題の困難性に対する新たな
評価については最終年度までに一定の成果
が得られる見通しである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 残りの年度は本研究期間の最終年度なの
で、これまでに得た研究成果をとりまとめて
国際論文誌での採録決定・公表を目指すとと
もに、これまでの研究成果を基盤とした隠れ
部分群問題の困難性に対する分析を完了さ
せ、成果発表を行う。具体的な成果発表方針
としては、年度中に、国内の当該分野の学会
における口頭発表の他、査読付き国際会議へ
の投稿・採録決定と、国際論文誌への投稿を
目指す。（実際の論文査読の状況に応じて、
年度中に成果公表が可能であれば成果公表
まで行いたい。） 



５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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